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住民参 加に よる 農村 地域の まち づく り

一　子ども が撮 った「我が まち」写真 によるカ レ ンダ ー作 り 事例 から ー

昭和女子大短 大　 瀬沼 頼子

目 的　 集落の９割を茶農家が占める四日 市市水沢町宮妻地区では、住民参加のまちづくり

実現に向け模索中であるが、現状 の課題として、地 域住民 の意識と参加を 一層高 めていく

必要性があげら れる。日頃関心の低い大人たちや子 どもたちにも、我がまちの良さやまち

づくりに対する理解と関心を高めて もらおうと、子 どもたちに「 我がまち」写真 を撮らせ

その写真を使っ たオリジナルカレンダ ーを作るこ と が、まちづくりの一環 として 検討・実

施さ れた。本報 告では、初めての試みであるカレ ン ダー作成過程、配布後 の地 域住民の反

応や問題点などを整理し、今後の住民参加型まちづ くり上の課題や方向を 明らかにする。

方 法　1997 年8 月の1  ヶ月を対象 期間として、宮妻地区居住の小学生全 員に、 ポケット カ

メラを１台ずつ 渡し、我が町の自慢で きる場所や景 色の良い所を写真撮影させた。その写

真の中から子ともたち自身に一人５点を選ば々 、同 地区の要望により女子大生を対象にカ

レ ンダ ー掲載写真を選定するアンケ ート調査を同年10 月に実施した。

結 果　 子どもたちが写真撮影を 行いはじめた頃から地域住民の関心は 高く、 完成カレンダ

ーに期待が寄せら れた。子どもたち自身も楽しみな がら参加 するこ とがで きてい た。完成

したカレ ンダ ーは地区全戸に配布を行い、良い 評価 を得たと言える。配布後 には、 次回は

地域全体で写真コンテスト を開催したらどうかなど の提案が出さ れるな ど、今後 のまちづ

くり展開のきっ かけづくりになったと言える。 一方、 写真選定｡をし た女子 大生の農村地域

の評価は、「緑の美しさ」､「自 然が感じられる」、「 空気 の澄んだ様子 」がい ずれも半数以上

を占め高い結果であ った。

2 Lp- 2 住環境教育におけるボルノー教育学の有効性

○後藤さゆり゛ 在塚礼子゛゙

( 埼゙玉大・院　 ※゙ 埼玉大)

目的　 本研究は、住環境教育の在り方を探る上でボルノー教育学が有効であることを

明らかにすることを主論とし、その試論としてボルノーのいう「所有的空間」として認識

している住意識の特徴を、原風景を手がかりに明らかにすることを目的とする。

方法　1.ボルノーのいう「所有的空間」として住環境を認識することが、感性を育む体

験学習を重視する住環境教育に有効であることを考察する。2. 「所有的空間」「志向的空
間」として認識している住意識を、原風景、好きな場所及び住みたい場所としての意識か

ら捉えることにより、「所有的空間」として認識している住意識の特徴を明らかにする。

結果　ボルノーは住環境を「体験された空間」として論じ、人間にとって真に住むため

に重要な空間の認識は行動の利便性などに結び付いた「志向的空間」としての認識とは異
なり、「所有的空間」において庇護性を獲得することであると述べている。「所有的空間」

とは人間と空間が主体と客体とに未分化な状態であり、その関係は「心は身体に居住する」

ことと同様の緊密なm 係である。つまり「所有的空間」で見守られているという庇護性を
獲得することによって、r内部空間」を持っていると認識することが住むことの意義であ

る。原風景から捉えた「所有的空間」の特徴は①空間的魅力、自然、人間関係が、人間と

複合的に結び付いて一体化した空間を示す。②見守られている、安らぎという庇護性を示
す、またはその必要性を示す。 ③「志向的空間」は重視されない。「好きな場所」では空

間的魅力が突出し、全体として「所有的空間」の特徴を表現しているが庇護性を示す表現
は減少する。「住みたい場所」では「志向的空間」に対する表現が圧倒的に多く存在する。

241


